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監
禁
罪
と
強
制
わ
い
せ
つ
罪
と
が
観
念
的
競
合
の
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
た
事
例
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
と
児
童

買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
等
処
罰
法
七
条
三
項
の
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
が
併
合
罪
と
さ
れ
た
事
例

髙　
　

良　
　

幸　
　

哉

東
京
高
裁
平
成
二
四
年
（
う
）
第
一
三
四
四
号
、
監
禁
、
強
制
わ
い
せ
つ
、
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行

為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
違
反
被
告
事
件
、
東
京
高
判
平
成
二
四
年
一
一
月
一
日
、
高
等

裁
判
所
刑
事
判
例
集
六
五
巻
二
号
一
八
頁
、裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
、判
例
タ
イ
ム
ズ
一
三
九
一
号
三
六
四
頁
、

判
例
時
報
二
一
九
六
号
一
三
六
頁

第
一
審
：
平
成
二
四
年
六
月
八
日
前
橋
地
判
平
成
二
四
年
（
わ
）
第
四
五
号
、
第
一
〇
八
号
、
第
一
四
九
号

【
事
案
の
概
要
】

被
告
人
は
、
各
被
害
児
童
に
対
し
、
い
ず
れ
も
、
わ
い
せ
つ
行
為
を
す
る
目
的
で
公
衆
ト
イ
レ
内
に
誘
い
込
ん
だ
後
、
内
鍵
を
施
錠
し
、
ド
ア
の
前
に



二
二
八

立
ち
ふ
さ
が
る
な
ど
し
て
、
そ
の
下
着
等
を
下
ろ
し
て
陰
部
を
手
指
で
触
な
ど
し
た
上
、
自
己
の
陰
茎
を
握
ら
せ
る
な
ど
す
る
（
以
下
、「
直
接
的
な
わ
い

せ
つ
行
為
」）
際
に
、
性
的
欲
求
又
は
そ
の
関
心
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
姿
態
を
と
ら
せ
て
そ
の
一
部
又
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
携
帯
電
話
で
撮

影
し
て
児
童
ポ
ル
ノ
を
製
造
し
た
。

原
審
前
橋
地
裁
に
お
い
て
、
検
察
官
は
、
監
禁
罪
と
強
制
わ
い
せ
つ
罪
は
観
念
的
競
合
の
関
係
に
あ
る
が
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪

は
併
合
罪
の
関
係
に
あ
る
と
主
張
し
、
弁
護
人
は
、
後
者
に
つ
い
て
、
被
害
児
童
の
姿
態
を
撮
影
す
る
行
為
自
体
が
わ
い
せ
つ
行
為
に
も
当
た
る
な
ど
と

し
て
観
念
的
競
合
の
関
係
に
あ
る
旨
主
張
し
た
と
こ
ろ
、
原
審
前
橋
地
裁
は
、
監
禁
罪
と
強
制
わ
い
せ
つ
罪
及
び
強
制
わ
い
せ
つ
罪
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造

罪
は
、
い
ず
れ
も
併
合
罪
の
関
係
に
あ
る
と
判
断
し
た
。

【
判
決
要
旨
】

　

1　

監
禁
罪
と
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
罪
数
関
係
に
つ
い
て

被
告
人
が
わ
い
せ
つ
行
為
に
及
ん
で
い
る
こ
と
自
体
が
ド
ア
前
に
立
ち
は
だ
か
る
こ
と
と
な
り
、
監
禁
行
為
は
継
続
し
て
お
り
、
わ
い
せ
つ
行
為
が
終

了
し
た
直
後
に
そ
の
場
か
ら
逃
走
し
て
被
害
児
童
を
解
放
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
刑
法
一
七
六
条
後
段
に
触
れ
る
行
為
と
同
法
二
二
〇
条
に
触
れ
る

行
為
と
は
ほ
と
ん
ど
重
な
り
合
っ
て
い
る
と
い
え
る
上
、
社
会
的
評
価
に
お
い
て
、
ト
イ
レ
の
ド
ア
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が
る
な
ど
し
て
脱
出
不
能
に
す
る

動
態
と
、
こ
の
よ
う
な
姿
勢
を
と
り
な
が
ら
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
動
態
は
、
被
害
児
童
を
ト
イ
レ
に
閉
じ
こ
め
て
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
と
い
う

単
一
の
意
思
に
基
づ
く
一
体
的
な
動
態
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
原
判
示
の
各
監
禁
罪
と
各
強
制
わ
い
せ
つ
罪
は
、
い
ず
れ
も
観
念
的
競
合
の
関
係
に

あ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　

2　

強
制
わ
い
せ
つ
罪
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
罪
数
関
係
に
つ
い
て

一
般
に
撮
影
行
為
自
体
も
刑
法
一
七
六
条
後
段
の
強
制
わ
い
せ
つ
罪
を
構
成
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
上
、
直
接
的
な
わ
い
せ
つ
行
為
の
姿
態
を
と
ら
せ
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る
行
為
が
児
童
ポ
ル
ノ
法
七
条
三
項
の
構
成
要
件
的
行
為
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
本
件
に
お
い
て
、
刑
法
一
七
六
条
後
段
に
触
れ
る
行
為
と
児
童
ポ

ル
ノ
法
七
条
三
項
に
触
れ
る
行
為
と
は
重
な
り
合
い
が
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
本
件
で
は
、
被
告
人
は
、
撮
影
行
為
自
体
を
手
段
と
し
て
わ
い
せ
つ

行
為
を
遂
げ
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
撮
影
行
為
の
重
な
り
合
い
を
重
視
す
る
の
は
適
当
で
な
い
。

直
接
的
な
わ
い
せ
つ
行
為
と
、
こ
れ
を
撮
影
、
記
録
す
る
行
為
は
、
共
に
被
告
人
の
性
的
欲
求
又
は
そ
の
関
心
を
満
足
さ
せ
る
と
い
う
点
で
は
共
通
す

る
も
の
の
、
社
会
的
評
価
に
お
い
て
は
、
前
者
は
わ
い
せ
つ
行
為
そ
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
が
本
来
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
撮
影
行
為
に
よ
り
児

童
ポ
ル
ノ
を
製
造
す
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
、
各
行
為
の
意
味
合
い
は
全
く
異
な
る
し
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
意
思
の
発
現
と
し
て
の
行
為
で
あ
る
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
両
行
為
が
被
告
人
に
よ
っ
て
同
時
に
行
わ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
性
質
を
異
に
す
る
行
為
で
あ
っ
て
、
社
会
的
に
一
体

の
行
為
と
み
る
の
は
相
当
で
な
い
。

ま
た
、
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
は
、
複
製
行
為
も
犯
罪
を
構
成
し
得
る
（
最
決
平
成
一
八
年
二
月
二
〇
日
刑
集
六
〇
巻
二
号
二
一
六
頁
）
た
め
、
時
間
的

に
広
が
り
を
持
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
に
対
し
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
は
、
通
常
、
一
時
点
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
刑
法

一
七
六
条
後
段
に
触
れ
る
行
為
と
児
童
ポ
ル
ノ
法
七
条
三
項
に
触
れ
る
行
為
が
同
時
性
を
甚
だ
し
く
欠
く
場
合
が
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
罪
が

観
念
的
競
合
の
関
係
に
あ
る
と
す
る
と
、
例
え
ば
、
複
製
行
為
に
よ
る
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
有
罪
判
決
が
確
定
し
た
と
き
に
、
撮
影
の
際
に
犯
し
た
強

制
わ
い
せ
つ
罪
に
一
事
不
再
理
効
が
及
ぶ
事
態
な
ど
、
妥
当
性
を
欠
く
事
態
が
十
分
生
じ
得
る
。
一
方
で
、
こ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
た
め
、
両
罪
に
つ

い
て
、
複
製
行
為
が
な
い
場
合
は
観
念
的
競
合
の
関
係
に
あ
る
が
、
複
製
行
為
が
行
わ
れ
れ
ば
併
合
罪
の
関
係
に
あ
る
と
す
る
こ
と
は
、
複
製
行
為
の
性

質
上
、
必
ず
し
も
そ
の
有
無
が
明
ら
か
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
上
、
同
じ
撮
影
行
為
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
日
な
さ
れ
た
複
製
行
為
の
有
無
に
よ

り
撮
影
行
為
自
体
の
評
価
が
変
わ
る
こ
と
に
な
り
、
相
当
な
解
釈
と
は
言
い
難
い
。

以
上
の
と
お
り
、
本
件
に
お
い
て
、
被
告
人
の
刑
法
一
七
六
条
後
段
に
触
れ
る
行
為
と
児
童
ポ
ル
ノ
法
七
条
三
項
に
触
れ
る
行
為
は
、
そ
の
行
為
の
重

な
り
合
い
に
つ
い
て
上
記
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
上
、
社
会
的
評
価
に
お
い
て
、
直
接
的
な
わ
い
せ
つ
行
為
と
こ
れ
を
撮
影
す
る
行
為
は
、
別
個
の
意
思

に
基
づ
く
相
当
性
質
の
異
な
る
行
為
で
あ
り
、
一
罪
と
し
て
扱
う
こ
と
を
妥
当
と
す
る
だ
け
の
社
会
的
一
体
性
は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
行
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為
者
の
動
態
は
社
会
的
見
解
上
別
個
の
も
の
と
い
え
る
か
ら
、
両
罪
は
観
念
的
競
合
の
関
係
に
は
な
く
、
併
合
罪
の
関
係
に
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で

あ
る
。

【
研
　
究
】

一　

問
題
の
所
在

本
件）1
（

は
、
被
告
人
が
女
児
を
監
禁
し
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
に
か
か
る
行
為
を
行
い
、
か
か
る
行
為
状
況
を
録
画
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
改

正
前
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
児
童
ポ
ル
ノ
法
）
七
条
三
項
（
現
行
法

七
条
四
項
））
2
（

に
い
う
児
童
ポ
ル
ノ
の
製
造
を
行
っ
た
事
案
で
あ
り
、
1
本
件
監
禁
罪
と
強
制
わ
い
せ
つ
罪
、
お
よ
び
、
2
強
制
わ
い
せ
つ

罪
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
罪
数
関
係
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
あ
る
。
本
件
裁
判
所
は
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
観
念
的
競
合
と
し
、
後

者
に
つ
い
て
は
併
合
罪
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
刑
法
五
四
条
一
項
は
「
一
個
の
行
為
が
二
個
以
上
の
罪
名
に
触
れ
、
又
は
犯
罪
の
手
段
若

し
く
は
結
果
で
あ
る
行
為
が
他
の
罪
名
に
触
れ
る
と
き
は
、
そ
の
最
も
重
い
刑
に
よ
り
処
断
す
る
」
と
規
定
し
、
前
段
の
観
念
的
競
合
は

行
為
の
一
個
性
に
着
目
し
、
後
段
の
牽
連
犯
は
二
個
の
行
為
の
一
体
性
に
着
目
し
て
科
刑
上
の
一
罪
性
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
件

は
、
1
に
お
い
て
は
牽
連
犯
の
成
否
が
問
題
と
な
り
、
2
に
お
い
て
は
観
念
的
競
合
の
成
否
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
件
東
京
高
裁
は

1
に
つ
い
て
牽
連
関
係
を
否
定
し
観
念
手
競
合
と
し
、
2
に
つ
い
て
は
併
合
罪
と
し
て
お
り
、
両
者
に
お
い
て
行
為
の
一
個
性
が
検
討
さ

れ
る
。
行
為
の
一
個
性
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
法
的
評
価
を
は
な
れ
構
成
要
件
的
観
点
を
捨
象
し
た
自
然
観
察
の
も
と
で
行
為
者
の
動
態
が

社
会
的
に
一
個
の
も
の
と
の
評
価
を
受
け
る
場
合
」
に
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る）（
（

。
本
件
も
か
か
る
見
解
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
以

下
で
は
、
本
件
に
先
行
す
る
最
高
裁
お
よ
び
下
級
審
の
裁
判
例
を
概
観
し
、
上
記
二
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
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二
三
一

二　

裁　

判　

例

１　

監
禁
罪
と
強
制
わ
い
せ
つ
罪

監
禁
罪
を
め
ぐ
る
罪
数
関
係
に
つ
い
て
、
監
禁
状
態
を
利
用
し
た
犯
罪
が
存
し
、
一
見
す
る
と
牽
連
関
係
が
認
め
ら
れ
う
る
か
に
み
え

る
事
案
も
少
な
く
な
い
。
牽
連
関
係
を
め
ぐ
っ
て
は
「
そ
の
数
罪
間
に
そ
の
罪
質
上
通
例
そ
の
一
方
が
他
方
の
手
段
又
は
結
果
と
な
る
と

い
う
関
係
」（
抽
象
的
牽
連
性
）
と
「
具
体
的
に
も
犯
人
が
か
か
る
関
係
に
お
い
て
そ
の
数
罪
を
実
行
す
る
」
こ
と
（
具
体
的
牽
連
性
）
を
要

す
る）（
（

の
で
あ
り
、
本
件
監
禁
罪
と
強
制
わ
い
せ
つ
罪
両
罪
に
か
か
る
行
為
が
、
抽
象
的
牽
連
性
と
具
体
的
牽
連
性
を
有
す
る
か
が
問
題
と

な
る
。

強
制
わ
い
せ
つ
罪
と
の
牽
連
関
係
が
認
め
ら
れ
た
判
例
集
登
載
事
案
は
本
件
以
前
に
は
存
し
な
い
。
そ
こ
で
、
監
禁
罪
と
他
罪
の
間
に

牽
連
関
係
が
肯
定
さ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、
大
審
院
時
代
に
お
い
て
は
、
監
禁
を
手
段
と
し
た
恐
喝
に
つ
き
牽
連
関
係
を
認

め
た
、
大
判
明
治
四
三
年
一
〇
月
一
〇
日
刑
録
一
六
輯
一
六
五
一
頁
や
大
判
大
正
一
五
年
一
〇
月
一
四
日
刑
集
五
巻
四
五
六
頁
な
ど
が
あ

る
）
（
（

。
大
判
明
治
四
三
年
は
、「
恐
喝
罪
を
遂
行
す
る
た
め
、
官
名
詐
称
、
不
法
制
縛
の
行
為
を
為
し
た
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
は
恐
喝

罪
を
犯
す
に
つ
き
普
通
用
い
ら
れ
る
手
段
で
而
か
も
恐
喝
罪
の
特
別
構
成
要
素
に
属
し
な
い
か
ら
、
刑
法
第
五
四
条
に
所
謂
犯
罪
の
手
段

た
る
行
為
で
他
の
罪
名
に
触
れ
る
も
の
に
該
当
す
る
」
と
し
、
大
判
大
正
一
五
年
は
、
同
様
に
恐
喝
罪
の
手
段
と
し
て
監
禁
行
為
を
行
っ

た
も
の
で
あ
り
、「
一
行
為
が
一
犯
罪
に
対
し
、
刑
法
第
五
四
条
第
一
項
に
所
謂
手
段
た
る
関
係
が
あ
る
と
い
う
に
は
、
そ
の
行
為
が
そ

の
犯
罪
の
性
質
上
そ
の
手
段
と
し
て
普
通
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
足
り
、
二
者
の
間
に
必
然
又
は
当
然
の
牽
連
関
係
の
存
在
す
る

こ
と
を
要
し
な
い
」
と
す
る
。
そ
の
ほ
か
戦
後
の
事
案
と
し
て
は
、
監
禁
罪
と
恐
喝
罪
に
つ
き
牽
連
関
係
を
認
め
る
東
京
高
判
昭
和
三
一
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年
六
月
一
六
日
高
刑
判
特
三
巻
一
三
号
六
四
三
頁
、
監
禁
罪
と
強
姦
罪
に
つ
き
牽
連
関
係
を
認
め
た
福
岡
地
小
倉
支
昭
和
四
五
年
一
一
月

一
六
日
判
タ
二
六
三
号
三
五
〇
頁
、
京
都
地
判
昭
和
四
五
年
一
一
月
二
五
日
判
タ
二
五
九
号
二
三
九
頁
な
ど
が
あ
る
。

戦
前
の
判
例
・
学
説
に
お
い
て
一
罪
の
成
立
を
広
く
解
す
る
見
解
が
中
心
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
捜
査
権
が
制
限
さ
れ
た
現
行
刑
事

訴
訟
法
の
下
で
は
、
一
事
不
再
理
効
と
の
関
係
か
ら
不
都
合
が
あ
る
と
さ
れ
る
た
め）（
（

、
実
数
個
の
行
為
を
一
罪
と
み
る
こ
と
に
は
、
実
務

上
、
慎
重
な
態
度
が
と
ら
れ
て
い
る
。
刑
法
五
四
条
一
項
前
段
の
観
念
的
競
合
に
比
べ
数
罪
性
が
顕
著
で
あ
る
牽
連
犯
の
成
立
に
つ
い
て

も
、
吸
収
主
義
を
採
用
す
る
こ
と
の
実
質
的
根
拠
が
乏
し
い
と
の
主
張
が
な
さ
れ
て
お
り）（
（

、
裁
判
所
も
牽
連
犯
の
成
立
に
は
慎
重
な
態
度

を
と
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
身
代
金
誘
拐
の
際
に
な
さ
れ
た
監
禁
罪
と
、
同
誘
拐
の
関
係
に
お
い
て
牽
連
関
係
を
否
定
し
た
最
決
昭
和

五
八
年
九
月
二
七
日
刑
集
三
七
巻
七
号
一
〇
七
八
頁
を
は
じ
め
、
大
審
院
時
代
に
お
い
て
牽
連
関
係
が
認
め
ら
れ
て
い
た
、
恐
喝
罪
と
そ

の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
監
禁
罪
と
の
罪
数
関
係
に
つ
い
て
も
、
最
判
平
成
一
七
年
四
月
一
四
日
刑
集
五
九
巻
三
号
二
八
三
頁
に
お
い

て
、「
恐
喝
の
手
段
と
し
て
監
禁
が
行
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
両
罪
は
、
犯
罪
の
通
常
の
形
態
と
し
て
手
段
又
は
結
果
の
関
係
に
あ

る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
牽
連
犯
の
関
係
に
は
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
て
両
者
の
牽
連
関
係
を
否
定
し
、
観
念
的
競

合
の
関
係
に
あ
る
と
し
て
い
る）（
（

。

監
禁
罪
と
強
制
わ
い
せ
つ
罪
に
つ
い
て
は
、
本
件
の
よ
う
に
監
禁
が
強
制
わ
い
せ
つ
の
手
段
な
い
し
結
果
と
な
る
事
案
は
考
慮
で
き
、

具
体
的
牽
連
性
の
存
す
る
場
合
は
あ
り
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
に
か
か
る
行
為
を
行
う
に
際
し
、
被
害
者
を
逮
捕
・

監
禁
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
と
は
い
え
ず）（
（

、
両
罪
は
「
罪
質
上
通
例
そ
の
一
方
が
他
方
の
手
段
又
は
結
果
と
な
る
と
い
う
関
係
」
に

は
な
く
抽
象
的
牽
連
性
は
認
め
ら
れ
な
い）（（
（

。
よ
っ
て
両
罪
は
牽
連
関
係
に
は
な
く
、
具
体
的
事
案
に
お
い
て
観
念
的
競
合
の
成
否
を
検
討

す
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
と
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
罪
数
関
係

児
童
ポ
ル
ノ
を
製
造
す
る
際
に
、
刑
法
一
七
六
条
の
強
制
わ
い
せ
つ
行
為
や
、
児
童
福
祉
法
違
反
行
為
な
ど
が
な
さ
れ
る
場
合
が
多
く

見
ら
れ
る
。
し
か
し
両
者
の
間
に
、
牽
連
性
が
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
を
製
造
す
る
た
め
に
強
制
わ
い
せ
つ
行
為
が

行
わ
れ
る
必
然
性
は
な
く）（（
（

、
抽
象
的
牽
連
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
に
強
制
わ
い
せ
つ
行
為
が
児
童
ポ
ル
ノ

製
造
罪
と
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
罪
数
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
観
念
的
競
合
と
す
る
か
、
裁
判
例
は
分
か
れ
て
い
る
。

両
罪
の
関
係
を
観
念
的
競
合
と
す
る
も
の
は
、
名
古
屋
高
判
平
成
二
二
年
三
月
四
日LEX

/D
B2（（（（（（（

、
広
島
高
判
平
成
二
三
年

五
月
二
六
日LEX

/D
B2（（（1（（（

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
名
古
屋
高
判
平
成
二
二
年
は
、
被
告
人
が
児
童
ら
に
対
し
、
手
淫
・
口
淫
を

さ
せ
、
こ
れ
を
撮
影
し
た
と
い
う
事
案
で
あ
り
、
こ
こ
で
名
古
屋
高
裁
は
「
被
害
児
童
ら
に
対
し
手
淫
な
い
し
口
淫
さ
せ
た
姿
を
撮
影
し

た
行
為
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
の
実
行
行
為
と
な
る
ほ
か
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
実
行
行
為
に
も
当
た
る
か
ら
、
強
制
わ
い
せ
つ
の
事
実

に
お
い
て
上
記
撮
影
の
点
が
起
訴
、
認
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
も
観
念
的
競
合
と
な
る
」
と
す
る
。
ま
た
、
広
島
高
判
平
成

二
三
年
は
、
医
師
で
あ
る
被
告
人
が
児
童
へ
の
予
防
接
種
時
の
診
察
の
際
に
、
女
子
児
童
の
着
衣
を
ず
ら
し
て
乳
房
を
露
出
さ
せ
、
こ
れ

を
小
型
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
事
案
で
あ
り
、「
強
制
わ
い
せ
つ
罪
に
該
当
す
る
行
為
は
、
被
告
人
の
盗
撮
行
為
で
あ
り
、
こ
の
盗
撮
行
為

に
よ
っ
て
児
童
ポ
ル
ノ
が
製
造
さ
れ
て
お
り
、
各
強
制
わ
い
せ
つ
行
為
と
各
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
行
為
は
、
社
会
的
見
解
上
一
個
の
も
の
と

み
る
以
外
に
は
な
い
」
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
観
念
的
競
合
を
認
め
な
い
事
案
と
し
て
は
、
本
件
同
種
事
案
で
あ
る
、
児
童
福
祉
法
違
反
行
為
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪

の
罪
数
関
係
が
問
題
と
な
っ
た
最
決
平
成
二
一
年
一
〇
月
二
一
日
刑
集
六
三
巻
八
号
一
〇
七
〇
頁
が
あ
る
。
な
お
、
児
童
福
祉
法
三
四
条

一
項
一
六
号
は
、
未
成
年
者
に
対
す
る
性
交
や
そ
れ
に
順
ず
る
行
為
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
対
象
年
齢
が
一
四
歳
以
上
を
含
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む
点
、
及
び
強
制
性
の
有
無
な
ど
で
、
刑
法
一
七
六
条
の
強
制
わ
い
せ
つ
罪
と
区
別
で
き
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
行
為
態
様
は
強
制
わ

い
せ
つ
罪
と
類
似
し
て
お
り
、
本
件
罪
数
判
断
を
検
討
す
る
に
際
し
参
考
と
な
る
。

最
決
平
成
二
一
年
は
、
被
告
人
が
、
平
成
一
六
年
一
月
二
五
日
か
ら
平
成
一
七
年
五
月
二
九
日
ま
で
の
間
、
前
後
二
〇
回
に
わ
た
り
、

被
害
児
童
が
満
一
八
歳
に
満
た
な
い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
同
児
童
を
し
て
、
被
告
人
を
相
手
に
性
交
さ
せ
、
又
は
性
交
類
似
行
為
を
さ

せ
、
も
っ
て
、
児
童
に
淫
行
を
さ
せ
る
行
為
を
す
る
と
と
も
に
、
上
記
二
〇
回
の
淫
行
の
機
会
の
う
ち
の
一
三
回
に
お
い
て
、
同
児
童
を

し
て
、
性
交
等
に
係
る
姿
態
を
と
ら
せ
、
こ
れ
を
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
て
、
そ
れ
ら
姿
態
を
視
覚
に
よ
り
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

る
電
磁
的
記
録
媒
体
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
に
描
写
し
、
も
っ
て
同
児
童
に
係
る
児
童
ポ
ル
ノ
を
製
造
し
た
事
案
で
あ
る
。

こ
こ
で
最
高
裁
は
、「
本
件
の
よ
う
に
被
害
児
童
に
性
交
又
は
性
交
類
似
行
為
を
さ
せ
て
撮
影
す
る
こ
と
を
も
っ
て
児
童
ポ
ル
ノ
を
製
造

し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
被
告
人
の
児
童
福
祉
法
三
四
条
一
項
六
号
に
触
れ
る
行
為
と
児
童
ポ
ル
ノ
法
七
条
三
項
に
触
れ
る
行
為
と
は
、

一
部
重
な
る
点
は
あ
る
も
の
の
、
両
行
為
が
通
常
伴
う
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
や
、
両
行
為
の
性
質
等
に
鑑
み
る
と
、
そ
れ
ぞ

れ
に
お
け
る
行
為
者
の
動
態
は
社
会
的
見
解
上
別
個
の
も
の
と
い
え
る
か
ら
、
両
罪
は
、
刑
法
五
四
条
一
項
前
段
の
観
念
的
競
合
の
関
係

に
は
な
く
、
同
法
四
五
条
前
段
の
併
合
罪
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
た
。

ま
た
、
本
件
同
種
事
案
で
あ
る
広
島
高
判
平
成
二
二
年
一
月
二
六
日LEX

/D
B2（（（1（（2

は
、
児
童
に
陰
部
を
露
出
さ
せ
る
姿
態
を

と
ら
せ
る
な
ど
し
て
そ
の
姿
態
を
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
な
が
ら
、
当
該
児
童
の
陰
部
を
手
で
も
て
あ
そ
ぶ
な
ど
し
た
後
、

当
該
画
像
デ
ー
タ
を
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
記
憶
し
た
と
い
う
事
案
で
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
関
係
に
つ
い
て
、
両

罪
は
「
一
部
重
な
る
点
は
あ
る
も
の
の
、
両
行
為
が
通
常
伴
う
関
係
と
は
い
え
な
い
こ
と
や
、
両
行
為
の
性
質
等
に
鑑
み
る
と
、
そ
れ
ぞ

れ
に
お
け
る
行
為
者
の
動
態
は
社
会
的
見
解
上
別
個
の
も
の
と
い
え
る
」
と
す
る
。
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両
罪
を
観
念
的
競
合
と
す
る
も
の
と
併
合
罪
と
す
る
も
の
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
そ
の
両
罪
に
か
か
る
行
為
の
一
行
為
性
判
断
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
観
念
的
競
合
に
お
け
る
行
為
の
一
個
性
に
つ
い
て
は
、「
法
的
評
価
を
離
れ
構
成
要
件
的
観
点
を
捨
象
し
た
自
然
的
観

察
の
下
で
、
行
為
者
の
動
態
が
社
会
的
見
解
上
一
個
の
も
の
と
評
価
を
受
け
る
場
合
」
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
上
記
の

事
案
を
比
較
し
、
両
者
の
分
水
嶺
を
見
出
し
た
い
。

観
念
的
競
合
を
認
め
て
い
る
事
案
に
関
し
て
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
に
お
け
る
撮
影
行
為
そ
れ
自
体
が
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
に
お
け

る
わ
い
せ
つ
行
為
を
構
成
し
て
い
る
。
他
方
、
併
合
罪
と
し
て
い
る
事
例
に
お
い
て
も
、
た
し
か
に
、
撮
影
行
為
は
わ
い
せ
つ
行
為
、
あ

る
い
は
児
童
福
祉
法
に
い
う
「
淫
行
さ
せ
る
行
為
」
と
同
時
並
行
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
は
分
離
不
可
能
な
も
の
で
は
な

い
。
例
え
ば
、
前
記
最
決
平
成
二
一
年
に
お
い
て
は
、
そ
の
淫
行
の
す
べ
て
に
お
い
て
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
当
該
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
が
「
淫
行
さ
せ
る
行
為
」
や
「
淫
行
す
る
行
為
」
そ
の
も
の
と
い
い
う
る
事
案
で
は
な
く
、
広
島
高
判
に
お

い
て
も
、
両
者
を
分
離
す
る
こ
と
が
可
能
な
事
案
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
併
合
罪
事
案
に
お
い
て
は
、「
一
部
重
な
る
点
は
あ

る
も
の
の
、
両
行
為
が
通
常
伴
う
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
や
、
両
行
為
の
性
質
等
に
鑑
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
行
為
者

の
動
態
は
社
会
的
見
解
上
別
個
の
も
の
」
と
の
文
言
が
用
い
ら
れ
、
両
罪
が
社
会
的
見
解
の
下
で
は
同
一
と
み
る
こ
と
が
一
般
的
で
は
な

い
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
意
思
的
要
素
に
お
い
て
、
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
に
は
「
み
ず
か
ら
の
性
欲
を
満
た
す
意
思
」
は
必
要
な
く
、
と
り
わ
け
三
項
製

造
罪
に
つ
い
て
は
撮
影
行
為
に
直
接
的
わ
い
せ
つ
行
為
や
淫
行
を
用
い
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
両
罪
の
性
質
は
区
別
で
き
る

と
思
わ
れ
る
。
加
え
て
、
本
件
直
接
的
わ
い
せ
つ
行
為
が
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
に
い
う
「
姿
態
を
と
ら
せ
」
る
こ
と
に
当
た
る
と
し
て
も

「
姿
態
を
と
ら
せ
」
る
こ
と
は
、
製
造
者
の
言
動
等
に
よ
っ
て
当
該
児
童
が
当
該
姿
態
を
と
る
に
至
っ
た
こ
と
を
い
い
、
強
制
に
よ
る
こ
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と
を
要
し
な
い）（（
（

の
で
あ
っ
て
、
本
件
の
よ
う
な
わ
い
せ
つ
行
為
が
伴
う
必
然
性
は
な
い
。

ま
た
、
両
罪
の
保
護
法
益
に
お
い
て
も
、
児
童
ポ
ル
ノ
法
の
保
護
法
益
は
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
に
い
う
よ
う
な
被
害
者
の
性
的
自
由
の

み
な
ら
ず
、
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
に
よ
る
被
害
児
童
個
人
の
個
人
的
法
益
が
中
心
的
法
益
で
あ
り）（（
（

、
社
会
的
弱
者
で
あ
り
未
成
熟
で
あ
る
児

童
を
と
り
わ
け
保
護
し
よ
う
と
い
う
、
刑
法
と
は
異
な
る
目
的
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
性
質
は
区
別
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
む
し

ろ
、
観
念
的
競
合
で
あ
る
と
し
た
事
例
に
お
い
て
は
、
事
実
上
、
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
行
為
自
体
が
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
実
行
行
為
の
主
要

な
部
分
を
構
成
し
て
お
り
、
両
罪
に
か
か
る
行
為
が
区
別
困
難
な
例
外
的
状
況
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三　

本
件
の
検
討

第
一
に
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
と
監
禁
罪
の
一
行
為
性
に
つ
い
て
は
、
牽
連
関
係
を
否
定
す
る
従
来
の
判
例
実
務
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ

る
。
本
件
の
一
行
為
性
を
判
断
す
る
に
、
両
者
は
時
間
的
場
所
的
に
は
同
一
で
あ
り
、
監
禁
場
所
が
公
衆
ト
イ
レ
で
、
個
室
の
う
ち
鍵
を

開
け
れ
ば
自
ら
そ
の
場
を
出
る
こ
と
が
出
来
る
場
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
人
の
わ
い
せ
つ
行
為
が
継
続
し
て
い
た
こ
と
を
も
っ

て
、
そ
の
場
か
ら
の
逃
走
を
困
難
に
し
て
お
り
、
か
つ
、
本
件
わ
い
せ
つ
行
為
が
終
了
し
た
直
後
に
、
監
禁
状
態
が
解
消
さ
れ
て
い
る
な

ど
の
事
実
認
定
に
従
え
ば
、
両
罪
に
お
け
る
実
行
行
為
を
同
一
の
行
為
で
あ
る
と
判
断
し
う
る
。
本
件
に
お
い
て
強
制
わ
い
せ
つ
罪
と
監

禁
罪
に
観
念
的
競
合
を
認
め
た
本
件
判
断
は
妥
当
で
あ
る
。

次
に
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
に
か
か
る
行
為
の
一
個
性
に
つ
い
て
、
本
件
は
「
刑
法
一
七
六
条
後
段
に
触
れ
る
行

為
と
改
正
前
児
童
ポ
ル
ノ
法
七
条
三
項
に
触
れ
る
行
為
と
は
重
な
り
合
い
」
が
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、「
社
会
的
評
価
に
お
い
て
は
、

前
者
は
わ
い
せ
つ
行
為
そ
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
が
本
来
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
撮
影
行
為
に
よ
り
児
童
ポ
ル
ノ
を
製
造
す
る
こ
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と
」
で
あ
り
、
わ
い
せ
つ
行
為
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
行
為
は
そ
の
意
思
的
要
素
に
お
い
て
も
区
別
で
き
る
と
し
、「
複
製
行
為
も
含
む
、

児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
は
時
間
的
な
広
が
り
を
有
し
」、「
一
時
点
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
」
強
制
わ
い
せ
つ
罪
と
は
性
質
を
異
に
し
、「
複

製
行
為
に
よ
る
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
有
罪
判
決
が
確
定
し
た
と
き
に
、
撮
影
の
際
に
犯
し
た
強
制
わ
い
せ
つ
罪
に
一
事
不
再
理
効
が
及

ぶ
事
態
な
ど
、
妥
当
性
を
欠
く
事
態
が
十
分
生
じ
得
る
」
と
し
て
、「
社
会
的
評
価
に
お
い
て
、
直
接
的
な
わ
い
せ
つ
行
為
と
こ
れ
を
撮

影
す
る
行
為
は
、
別
個
の
意
思
に
基
づ
く
相
当
性
質
の
異
な
る
行
為
で
あ
り
、
一
罪
と
し
て
扱
う
こ
と
を
妥
当
と
す
る
だ
け
の
社
会
的
一

体
性
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
す
る
。

児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
と
強
制
わ
い
せ
つ
罪
に
お
い
て
は
、
保
護
法
益
等
、
法
的
性
質
が
異
な
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
両
罪

に
か
か
る
行
為
を
同
一
と
み
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
特
別
な
事
実
が
存
し
な
い
限
り
、
両
罪
を
同
一
と
み
る
事
は
で
き
ず
、
従
来
の
判
例

の
立
場
に
も
矛
盾
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
、
本
件
わ
い
せ
つ
行
為
と
撮
影
行
為
は
共
に
、「
被
告
人
の
性
欲
を
満
た
す
こ
と
等
」

を
共
通
の
目
的
と
す
る
な
ど
重
な
り
合
い
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
は
、
撮
影
行
為
そ
れ
自
体
が
わ
い
せ
つ
罪
を
構
成

す
る
よ
う
な
場
合
に
は
当
た
ら
な
い
。
そ
の
行
為
形
態
と
し
て
は
、
先
の
広
島
高
判
平
成
二
二
年
に
類
似
し
、
撮
影
行
為
そ
の
も
の
を
強

制
わ
い
せ
つ
罪
の
実
行
行
為
と
み
る
必
然
性
が
な
く
、
分
離
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
件
の
行
為
に
一
個
性
を
認
め
な
い
こ
と
に

は
理
由
が
あ
る
。

な
お
、
本
件
に
お
い
て
は
、
後
の
複
製
行
為
を
想
定
し
、
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
時
間
的
間
な
広
が
り
が
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
そ
れ
と

は
異
な
る
点
、
ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
一
事
不
再
理
効
と
の
関
係
で
問
題
が
生
じ
う
る
こ
と
を
、
観
念
的
競
合
を
認
め
な
い
理
由
の
一
つ
で

あ
る
と
す
る）（（
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
件
の
評
釈
に
お
い
て
は
、
本
件
に
お
い
て
後
の
複
製
行
為
が
起
訴
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
を
単
な

る
抽
象
論
で
あ
る
と
す
る
と
、
常
に
両
罪
は
併
合
罪
に
な
り
不
適
切
で
あ
り
、
本
件
理
由
付
け
と
し
て
は
不
適
切
で
あ
る
と
の
指
摘
も
な
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。
た
し
か
に
本
件
に
お
い
て
は
後
の
製
造
行
為
の
存
在
は
認
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
件
に
お
い
て
一
罪
性
を
否
定
す
る
直
接
的
根

拠
と
い
い
う
る
か
に
は
疑
問
が
残
る
。
し
か
し
、
本
件
の
後
続
の
事
案
に
と
っ
て
、
本
件
が
、
問
題
と
な
る
数
罪
の
性
質
を
区
別
す
る
一

要
素
と
し
て
か
か
る
観
点
を
提
示
し
た
意
義
は
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

四　

本
件
の
意
義

以
上
の
検
討
に
よ
り
、
本
件
裁
判
所
の
判
断
は
概
ね
是
認
し
う
る
も
の
と
考
え
る
。
本
件
は
、
あ
く
ま
で
事
例
判
断
で
あ
り
、
本
件
射

程
が
必
ず
し
も
他
事
案
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
な
い
。
た
だ
し
、
本
件
は
従
来
の
判
例
の
立
場
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
の
先

行
事
例
で
あ
る
最
決
平
成
二
一
年
と
も
同
様
の
見
解
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
本
件
は
、
監
禁
罪
と
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
罪
数
関
係
、
お
よ

び
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
罪
数
関
係
に
つ
き
、
判
断
要
素
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
事
例
の
蓄
積
と
し
て
実
務

上
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
こ
こ
に
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
）
本
件
の
評
釈
と
し
て
は
、
小
名
木
明
宏
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
六
六
号
一
六
八
頁
、
仲
道
祐
樹
「
判
批
」
判
時
二
二
三
八
号
一
六
一
頁
が

あ
る
。

（
2
）
本
評
釈
に
お
い
て
は
便
宜
上
本
件
製
造
行
為
を
「
三
項
製
造
」
と
呼
ぶ
。
な
お
、平
成
二
六
年
児
童
ポ
ル
ノ
法
改
正
に
よ
り
、「
姿
態
を
と
ら
せ
」

る
製
造
行
為
は
七
条
四
項
に
規
定
さ
れ
、
三
項
に
お
い
て
は
提
供
等
目
的
製
造
罪
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
（
）
最
大
判
昭
和
四
九
年
五
月
二
九
日
刑
集
二
八
巻
四
号
一
一
四
頁
。

（
（
）
最
大
判
昭
和
二
四
年
一
二
月
二
一
日
刑
集
三
巻
一
二
号
二
〇
四
八
頁
。

（
（
）
な
お
、
こ
れ
ら
二
判
決
に
つ
い
て
、
前
者
に
つ
い
て
は
弁
護
人
が
併
合
罪
を
主
張
し
、
か
え
っ
て
刑
が
加
重
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
明
ら
か
に

訴
え
の
利
益
の
無
い
事
案
で
あ
り
、
後
者
は
逮
捕
行
為
が
恐
喝
罪
に
お
け
る
暴
行
・
脅
迫
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
両
罪
を
併
合
罪
と
す
る
ま
で
の
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違
法
・
責
任
の
実
体
が
な
い
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
現
在
で
は
観
念
的
競
合
が
認
め
ら
れ
る
事
案
で
あ
っ
た
た
め
、
牽
連
犯
を
認
め
た
先
例
的
価
値

の
低
い
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
も
あ
る
。
只
木
誠
『
罪
数
論
の
研
究
（
補
訂
版
）』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
九
）
二
八
八
頁
参
照
。

（
（
）
連
続
犯
規
定
の
削
除
は
か
か
る
理
由
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
団
藤
重
光
『
刑
法
綱
要
総
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
〇
）
四
四
頁
参
照
。

（
（
）
船
田
三
男
「
判
解
」
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
編
（
昭
和
四
一
年
度
）
二
〇
九
頁
、
只
木
・
前
掲
注（
（
）二
八
六
頁
な
ど
。

（
（
）
最
一
判
平
成
一
七
年
を
め
ぐ
っ
て
は
、
逮
捕
・
監
禁
罪
に
お
け
る
行
為
が
他
罪
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
罪
質
上
通

例
監
禁
が
恐
喝
の
手
段
ま
た
は
結
果
と
な
る
よ
う
な
関
係
、
す
な
わ
ち
抽
象
的
牽
連
性
ま
で
認
め
ら
れ
る
と
は
言
え
な
い
と
さ
れ
る
。
只
木
・
前

掲
注（
（
）二
八
七
頁
以
下
参
照
。
ま
た
、
前
田
巌
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
〇
三
号
一
四
六
頁
に
同
旨
。

（
（
）
例
え
ば
本
件
の
よ
う
な
一
三
歳
未
満
に
対
す
る
わ
い
せ
つ
行
為
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
の
同
意
が
あ
っ
て
も
一
七
六
条
の
対
象
と
な
る
の
で
あ

り
、
逮
捕
・
監
禁
状
況
が
存
し
な
い
場
合
も
容
易
に
想
起
し
う
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
10
）
前
田
巌
「
判
解
」
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
編
（
平
成
一
七
年
度
版
）
一
二
九
頁
は
、「
傷
害
、
恐
喝
、
強
盗
、
強
姦
等
を
犯
す
際
に
、
そ

の
手
段
と
し
て
ま
ず
被
害
者
を
監
禁
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
」
と
す
る
。
仲
道
・
前
掲
注（
1
）一
六
三
頁
も
同
旨
。

（
11
）
小
名
木
・
前
掲
注（
1
）一
六
九
頁
。

（
12
）
島
戸
純
「『
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
』
に
つ
い
て
」

警
察
学
論
集
五
七
巻
八
号
九
七
頁
。

（
1（
）
本
件
は
、「
一
般
児
童
な
い
し
社
会
風
俗
」
を
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
保
護
法
益
に
挙
げ
る
。

（
1（
）
実
態
法
上
の
罪
数
判
断
と
訴
訟
法
上
の
判
断
を
統
一
的
に
見
る
こ
と
に
否
定
的
な
見
解
も
主
張
さ
れ
る
。
仲
道
・
前
掲
注（
1
）一
六
五
頁
、只
木
・

前
掲
注（
（
）二
五
六
頁
な
ど
。

（
1（
）
仲
道
・
前
掲
注（
1
）一
六
五
頁
参
照
。

（
本
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
在
籍
）


